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「すざく」衛星搭載硬 X線検出器広帯域全天モニタ部 (HXD-WAM)の現状
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すざく衛星搭載硬X線検出器 (HXD)の広帯域全天モニタ部 (Wide-band All-sky Monitor; WAM)の現状を報告
する。WAMはHXDを取り囲むアクティブシールドである２０本の巨大なBGOシンチレータを用いた全天観測装
置である。50 keV から 5 MeV に渡る非常に広いエネルギー領域においてガンマ線バースト (GRB)や太陽フレア
などといった明るい天体を全天でモニタし、X線スペクトルを取得できる。最大の特徴は 800 cm2という幾何学面
積と BGOの高いガンマ線阻止能により実現する巨大な有効面積で、300 keV 以上では世界最大級の大きさを誇っ
ている。この巨大な有効面積を活かすことで、GRBなどの突発天体のスペクトル変動を MeV 領域にまで渡って詳
細に抑えることができ、放射機構に迫ることができると期待されている。
2008年 12月現在、WAMは順調に観測を続けており、GRB検出数は 460 例に達している。この中には Fermi衛

星GBM検出器と同時に検出したGRBも多数含まれており、今後 Fermi衛星との連携も可能である。他にも太陽
フレアや軟ガンマ線リピーターの検出、地食を利用したガンマ線天体のモニタも続けており、本講演では、このよ
うなWAM検出器による観測の現状とともに、WAMによって得られた科学的成果についても紹介する。


